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１．評価者の指摘及び提言概要 

温暖化による大型台風などの激甚災害は深刻であり、緊急かつ社会的ニーズが高い課題

に対して、「台風発生数は全球で減少・特に北西太平洋と南太平洋で顕著」「スーパー台風

発生数は全球で増加・日本とその南海上におけるスーパー台風頻度はやや減少傾向・強い

台風に伴う強風域は拡大」等、明確な回答を導出した。 

アジア域を中心とした適応策のためにも、信頼性の高いスーパー台風の予測結果ができ

たことは評価できる。温暖化適応策に貢献したとは言えないが、CMIP6 HighResMIP への参

加を通じた国際研究協力への貢献があった。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 


